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題 材 名 家族の立場になって考えよう

内容・項目 Ａ－（３）

指導時間 １時間

題材のねらい 家族の役割について，考えやすいようにロールプレイングを用いて，役割演技を
題材の特徴 しながら，具体的に考える場をつくる。（ ）

学習の流れ
展開の工夫 指導項目 主な指導内容（ ）

・ の状況 ・ロールプレイングを行い，役割演技をしながらそれぞA B
のときに，どん れの気持ちを考える。
な声かけをする ・幼児に言葉をかけるときに大事なことを話し合う。

。とよいか考える

題材の紹介 板書計画
と作品例

家族の立場になって考えよう

幼児の発達段階を踏まえた家族の接し方を考えよう。

＜対応するときに考えること＞

・いけないことはいけないと教え

る。

・親の感情だけで叱らない。

・周囲に見栄を張らない。

・子どもの立場を考えて叱る。

・納得するまで根気よく話す。

準備・材料等 ・コップ・おはじき（牛乳の代わり ・おもちゃ）

〔本題材を考案するに当たって参考にしたもの〕
家庭科ワークブック 人間の発達と保育 牧野カツコ 編著 東京書籍

Ａ ３歳のジュンは，朝ご飯の準備を手

伝おうと一生懸命である。牛乳の入った

コップを運ぼうとした。お母さんは、心

配だったが、ジュンのお手伝いしたいと

いう気持ちを優先させ 「気をつけて運、

んでね 」と伝え、ジュンに運んでもら。

うことにした。ジュンは、ゆっくり運ぼ

うとしたが、途中で手を滑らせ、コップ

を落としてしまう。

Ｂ ２歳のヒロミとデパー

トに買い物に行った。ヒロミ

， 。の洋服を買い 帰ろうとした

おもちゃ売り場の前を通りか

かったら，お気に入りのおも

ちゃがあったらしく，買って

買ってとだだをこね始め，大

声で泣き叫んでいます。

「何やってるの！」

「だから，気をつけてっていったのよ 」。

「危ないからどいて 」。

「けがはなかった？」

「どうして割れたのかな？」

「わがまま言ってるんじゃありません 」。

「しょうがないな。買ってあげよう 」。

何も言わない。

「うるさい （たたく 」。 。）

「洋服を買ったのだから今日は買えません」

「みっともないからやめなさい 」。

「お誕生日に買ってあげるわ 」。


